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が指摘されている（Watanabe and Jin, 2002）。これ































データ (monthly) 格子間隔 期間
気温 ·高度
·SLP·風
NCEP Reanalysis-1 (Kalnay et al., 1996) 2.5◦×2.5◦ 1948∼2017/18
SST Extended Reconstructed Sea Surface Temperature












































である。ここで、添字 w, c はそれぞれ暖冬事例、
非暖冬事例を表し、xはサンプル、上線は平均、s2
は分散、N はサンプル数を示す。この検定統計量
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転成分 vψ と発散成分 vχに分けることで、次のロス
ビー波源 S を定義した。
S = −∇ · (vχζ) = −ζ∇2χ− vχ · ∇ζ (1)
式 1における発散風 vχ と絶対渦度 ζ をそれらの平
均成分 v¯χ, ζ¯ と摂動成分 v′χ, ζ ′ に分けることで渦度
源の偏差 S′























El Nin˜oは 19事例で、そのうち図 2における第一象
限に属する 12事例が暖冬事例、図 2における第四象
限に属する 7事例が非暖冬事例である。暖冬事例は
51/52, 53/54, 57/58, 65/66, 68/69, 72/73, 86/87,
87/88, 91/92, 97/98, 02/03, 09/10年、非暖冬事例







図 3に 850hPaにおける気温偏差と 500hPaにお
ける高度偏差の合成図を示す。














図 2: NINO.3のインデックスと 850 hPa面の極東
域の気温偏差（K）との関係を示す。1948年以降の








図 4に熱帯域における SST偏差と S水平循環偏差
の合成図を示す。


















図 3: (a, c, e)は 850 hPa面における気温偏差（カラー、K）と風偏差（矢印、m/s）、（b, d, f）は 500 hPa
面における高度偏差 (コンター、m)を示す。矢印とハッチは 90%の統計的有意性を持つ部分を表す。全 El


















































































図 4: SST (シェード、K)、SLP (コンター、hPa)、
850 hPa 面における風 (矢印、m/s) の偏差を示す。











































































































































図 8: 5◦ N–5◦ Sで平均した SST偏差（シェード、K）と 925hPa面における東西風偏差（コンター、m/s）
の時間変化を表す。それぞれ暖冬事例（a）、非暖冬事例（b）、暖冬事例と非暖冬事例の差（c）を示す。
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